
課題目標･目的及び研究成果 

１．当初の目的・目標 

 

革新的原子炉では、可搬型への転用が可能な追加遮へい対策として、将来予想され

る敷地境界の更なる線量低減に対し、原子炉圧力容器周辺や配管部などの複雑形状

部への設置が可能な追加型遮へい材料の使用が有効である。本業務では、従来の耐

熱中性子遮へい樹脂材では難しかった複雑かつ狭隘部に適用可能なゲル状中性子

遮へい樹脂材を開発することを目的とする。 

 

２．研究成果 

 

（事実関係） 

【事業項目１】ゲル状中性子遮へい樹脂材に関する研究開発 

想定した革新的原子力システムとの関連性を含めて当初想定していて得られた成

果は、中性子遮へい樹脂材の耐熱温度（213℃から 250℃以上となった。）の改善

があげられる。また、当初想定していなかったが副次的に得られた成果としては、

中性子遮へい樹脂材として、初めて可とう化に成功した。上記に加え、得られた成

果のうち、新たな研究の展開が考えられる（あるいはそのシーズとなるような）特

筆すべき成果については、樹脂母材の反応速度論に基づく遮へい樹脂材の寿命評価

方法があげられる。これについては、新たな研究の展開に結びつく過程として、樹

脂材以外の中性子遮へい材（コンクリート、水素化金属）の寿命評価にも応用する

ことができると判断する。 

 

【事業項目２】中性子遮へい性能に関する試験 

当初想定していなかったが副次的に得られた成果については、中性子遮へい性能の

向上には、水素元素の含有量の多さが重要であるが、一般的に、耐熱性の向上とと

もに水素元素量が少なくなることがこれまでの研究開発の知見であった。本研究開

発により、樹脂母材の改良を行った結果（添加物の工夫等）、中性子遮へい性能が

代表的な中性子遮へい樹脂材であるポリエチレンと同程度となることを試験、解析

により確かめたことである。また、得られた成果のうち、新たな研究の展開が考え

られる（あるいはそのシーズとなるような）特筆すべき成果について、成果の内容

に加えて、新たな研究の展開に結びつく過程として、モンテカルロ計算による放射

線輸送解析法（深層透過問題等）を適用した放射線遮へい材（コンクリート、樹脂、

水素化金属）の発熱分布評価方法があげられる。 

 
【事業項目３】遮へい樹脂材の耐久性に関する試験 
得られた成果のうち、新たな研究の展開が考えられる（あるいはそのシーズとなる

ような）特筆すべき成果として、革新的原子炉においても熱中性子フルエンスの大

きい箇所での使用については、中性子吸収物質の発熱量低減のために樹脂母材への

添加量を予め検討（指標作成）することが必要であることが耐放射線性試験により

明らかとなったことが挙げられる。 



 
【事業全体】 
ゲル状樹脂材は世の中に多々あるが、ゲル状樹脂材に中性子吸収物質といった異物

質を混練すること（均質性の確保）により中性子遮へい樹脂材として可とう化に初

めて成功するとともに、柔軟性と硬化性の相反する特性を併せ持つ耐熱性改善策に

チャレンジして獲得することができた世界に類をみない研究開発の成果の一つと

考える。 
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